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静岡県における「やさしい日本語」使用への取組 背景

課題：災害時の外国人への迅速で正確な情報発信

順位 1 2 3 ４ 5 6 7 8 総数

国籍 ブラジル 中国 フィリピン 韓国 ペルー ベトナム インドネシア タイ 123

外国人数 33,968 13,324 12,358 6,176 5,744 2,044 1,955 1,115 86,333

当時（平成22年12月末時点）
・静岡県内の在住外国人人口：86,333人、国・地域：114

H23.3.11 東日本大震災

全ての外国人住民に対応した母国語で伝えることは重要だが、
全言語に対応は不可能



静岡県における「やさしい日本語」使用への取組促進

第１期 ふじのくに多文化共生推進基本計画（H23年度～27年度）

目標： 県・市町の行政機関におけるルビ振り、やさしい日本語使用への取組促進

時期 取組

H23
・防災のための「やさしい日本語」講座開催（県内行政職員対象）

講師：NPOとんだ林国際交流協会事務局長 前川 仁三夫氏

H24

・地震防災ガイドブック「やさしい日本語」版 作成・活用

・防災のための「やさしい日本語講演会」（県内行政職員対象）

講師：弘前大学 佐藤 和之教授

H25 ・防災イラストカード制作（やさしい日本語や防災用語の実践的知識を身につける）

H26 ・多文化共生の手引き内で「やさしい日本語」を紹介（県民対象）



静岡県における「やさしい日本語」使用への取組促進

第１期 ふじのくに多文化共生推進基本計画改定（H27年度〜29年度）

目標： 行政機関におけるやさしい日本語使用への取組市町数⇒全市町(35市町）

時期 取組

H27 外国人住民のための避難生活ガイドブック「やさしい日本語」版制作

目的

・外国人住民が安全に避難し、安心して避難生活を送る

・外国人住民が避難所で共助の担い手となる

・行政、自主防災組織における「やさしい日本語」の活用促進

内容

・地震・津波 （避難の流れ、避難所のルール、地震の備え）

・台風・大雨 （避難の流れ）

・情報、メモ （災害用語、災害情報の入手ツール、防災メモ）

ポイント

（１）分かりやすい構成、レイアウト

（２）必要最低限の災害用語を覚える仕組み

（３）関係者の意見を踏まえ作成

（４）避難する場所を調べるためのテキスト





静岡県における「やさしい日本語」使用への取組促進

・「やさしい日本語」使用への取組市町数が増えない(21/35市町)

・県庁内での取組も進まず…

取組が進まない理由

１

「やさしい日本語」使用への取組のない12市町のうち、11市町は外
国人人口が1,000人未満と少なく、多文化共生を推進する専門の課も
ないため、やさしい日本語への理解や役場内での働きかけが充分行
えない。
→「国や県がガイドラインや手引きを出し、サポートして欲しい」

２
・「やさしい日本語」が良く分からない。
・「やさしい日本語」の有効性が分からない



時期 取組

H29
静岡県庁「やさしい日本語」の手引き 制作

(東海日本語ネットワーク 副代表 米勢治子氏監修）

静岡県庁 「やさしい日本語」の手引き

目的 ・県庁内各部署でのやさしい日本語の取組促進
・市町に手引きを紹介することで、市町での取組も促進

内容 1.やさしい日本語とは（定義、有効性）
2.やさしい日本語の作り方
3.練習問題「やさしい日本語」に書き換えよう
4.活用事例
・県庁内での活用事例の紹介
・文書・看板・表示等を「やさしい日本語」に書き換える提案
5.参考文献、ウェブサイト紹介



静岡県庁 「やさしい日本語」の手引き

★作成で工夫した点

①「やさしい日本語」とは何かを丁寧に伝える

▶取組が進まなかった理由：「やさしい日本語」が何なのか分からない



静岡県庁 「やさしい日本語」の手引き

★作成で工夫した点

② 「やさしい日本語」の有効性を伝える

▶取組が進まなかった理由：有効性が分からない
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静岡県庁 「やさしい日本語」の手引き

★作成で工夫した点

③ 順を追って、「やさしい日本語」の文章の作り方を説明する

▶普段の日本語の通知文等の文章を「やさしい日本語」に変換しようとするとき
一つ一つの単語に注目しがちだが、情報全体の取捨選択、構造の変換から始め
ることを説明。 →その上で、変換のルールを適用する（弘前大学 佐藤教授）



静岡県庁 「やさしい日本語」の手引き

★作成で工夫した点

④ 「やさしい日本語」を使った文章の例示 （Before / After）



静岡県庁 「やさしい日本語」の手引き

★作成で苦労した点

・手引きを読んで、一人で「やさしい日本語」を作れるようになるか？
・最後まで読んでくれるか？

手引き全体の見やすさ、分かりやすい構成

★運用してみての課題

・手引きの配布だけではダメで、積極的な普及活動が必要…



令和２年度 静岡県まるごと「やさしい日本語」推進事業

★行政職員（県庁・市町職員）のための「やさしい日本語」

区分 内容

研修
・内容：基礎編と実践編の2種類

・場所：５箇所（県庁、県内総合庁舎４箇所）

アドバイザー
設置

・各課で作成した文書等の点検・指導（月１回）

（アドバイザー：「やさしい日本語」を専門とする大学教授等）

実践 ・各部局で作成する通知、チラシ等を「やさしい日本語」で発行

★おもてなしのための「やさしい日本語」

区分 内容

研修
・内容：おもてなしのための「やさしい日本語」

・場所：２会場（例：伊豆、御殿場）×１回

その他 ・「やさしい日本語」普及実践動画作成→YouTubeや庁内TVで配信



御清聴ありがとうございました。


